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第
2
回
定
例
会
で
は
、
正
副
議
長
選
挙
、
常
任
委

員
会
の
委
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
の
審
議
で
は
、
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調

設
備
設
置
等
工
事
請
負
契
約
の
締
結
や
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
給
付
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
協
力
医
療
機
関
に
対
す
る
報

奨
金
の
補
正
予
算
な
ど
、
市
長
提
出
議
案
25
件
が
全

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
提
出
議
案
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
規
定
の

時
間
を
超
え
た
た
め
審
議
に
至
ら
ず
閉
会
し
ま
し
た
。

令
和
令
和
３３
年年  
第
２
回
定
例
会

第
２
回
定
例
会
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美
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議
員

信
　
政
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啓
太
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議
員

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
し

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
し

��

追
加
の
生
活
支
援

追
加
の
生
活
支
援

新型コロナワクチン集団接種訓練

問　

子
育
て
世
帯
生
活
支

援
特
別
給
付
金
給
付
事
業

の
内
容
は
。

答　

18
歳
未
満
の
児
童
、

ま
た
は
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養

育
し
、
市
民
税
均
等
割
が

非
課
税
の
世
帯
、
ま
た
は
1

月
以
降
に
家
計
が
急
変
し

た
世
帯
が
対
象
。
国
の
給
付

金
５
万
円
に
加
え
、
市
独
自

に
３
万
円
を
給
付
す
る
。

生
活
困
窮
世
帯
に

市
独
自
の
給
付
金

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

小
規
模
企
業
者
ま
た
は
個

人
事
業
主
と
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や
社
会
福
祉
法
人
等
の

公
益
法
人
も
対
象
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
、
令
和

2
年
2
月
か
ら
令
和
3
年

5
月
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
月

の
売
上
高
が
、
前
年
同
月
又

は
前
々
年
同
月
と
比
較
し
て

20
％
以
上
減
少
し
て
い
る
こ

と
を
要
件
と
し
て
い
る
。

問　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

申
請
後
に
書
類
等
の

審
査
を
実
施
し
、
2
週
間

か
ら
3
週
間
で
申
請
者
へ
給

付
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

職
員
室
を
増
設
す
る

こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
。

答　

今
後
、
児
童
数
の
自

然
増
や
35
人
学
級
へ
の
段

階
的
な
移
行
に
加
え
、
教

科
担
任
制
導
入
に
よ
り
、
教

上
野
台
小
学
校
職
員

室
増
設
と
防
火
対
策

職
員
の
増
員
も
見
込
ま
れ
る

た
め
。

問　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
夏
休
み
中
に
着
工
し
、

令
和
4
年
4
月
1
日
よ
り

使
用
開
始
予
定
で
あ
る
。

問　

既
存
校
舎
サ
ッ
シ
等

改
修
工
事
の
理
由
は
。

答　

職
員
室
の
増
設
に
伴

い
、
既
存
校
舎
側
に
火
災
に

よ
る
延
焼
の
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
防
火
戸
に
改
修
す
る
。

問　
費
用
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
職
員
室
の
位
置
を
考

慮
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答　

延
焼
の
恐
れ
が
生
じ

な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
既

存
校
舎
か
ら
10
ｍ
以
上
離

す
必
要
が
あ
り
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
内
に
建
物
が
は
み
出
て
し

ま
う
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

へ
の
見
通
し
が
悪
く
な
ら
な

い
よ
う
に
既
存
の
職
員
室
に

で
き
る
だ
け
近
い
位
置
に
増

設
す
る
こ
と
に
し
た
。

事
業
の
概
要
は
。

答　

令
和
2
年
度
に
実
施

し
た
臨
時
支
援
金
に
引
き

続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
売

上
が
減
少
し
た
小
規
模
企

業
者
等
に
支
援
金
10
万
円

を
給
付
す
る
。

問　
給
付
要
件
は
。

答　

市
内
に
主
た
る
事
業

所
を
有
し
、
常
時
雇
用
す
る

従
業
員
数
が
20
人
以
下
の

答　

国
が
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ

り
、
各
医
療
機
関
が
空
き

情
報
を
入
力
し
て
い
る
。
市

も
こ
れ
を
活
用
し
、
市
民
に

情
報
提
供
を
行
う
。

問　

小
規
模
企
業
者
等
事

業
継
続
臨
時
支
援
金
給
付

小
規
模
企
業
者
等
へ

の
支
援
金

　
ひ
と
り
親
世
帯
に
つ
い
て

も
、
既
に
給
付
し
た
５
万
円

に
加
え
、
市
独
自
に
児
童
1

人
に
つ
き
3
万
円
を
支
給
す

る
。

問　
周
知
方
法
は
。

答　
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
、
F
メ
ー
ル
で
の

配
信
、
ま
た
、
市
役
所
窓
口

で
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
。

問　

感
染
症
対
策
事
業
の

内
容
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

ワ
ク
チ
ン
接
種
行
う

医
療
機
関
に
報
奨
金

接
種
に
お
い
て
、
巡
回
訪
問

接
種
に
特
化
し
た
2
つ
の
医

療
機
関
を
含
め
、
市
内
39

の
医
療
機
関
を
対
象
に
報

奨
金
を
支
給
す
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
保
管
・
管
理

の
た
め
の
デ
ィ
ー
プ
フ
リ
ー

ザ
ー
を
設
置
し
て
い
る
施
設

の
報
奨
金
は
１
０
０
万
円
、

そ
の
他
の
施
設
が
50
万
円
で

あ
る
。

問　
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は

業
務
負
担
の
違
い
が
生
じ

て
い
る
。
各
医
療
機
関
の
業

務
負
担
を
平
準
化
す
る
た

め
に
行
っ
て
い
る
取
り
組
み

は
。

議会新人事
◎委員長　○副委員長

総務・教育常任委員会
◎民部　佳代 ○原田　雄一 
　谷　　新一 　加藤　恵一
　新井　光男 　島田　和泉
　伊藤　初美

市民・都市常任委員会
◎山田　敏夫 ○足立志津子
　近藤　善則 　鈴木　美恵
　小林　憲人 　西　　和彦
　塚越　洋一

生活・福祉常任委員会
◎伊藤美枝子 ○金濵　高顕
　鈴木啓太郎 　床井　紀範 
　川畑　京子 　大築　　守 
　小高　時男 

予算・決算常任委員会
◎大築　　守 ○島田　和泉

委員長・副委員長を除く全議員

議会運営委員会
◎大築　　守 ○島田　和泉
　近藤　善則 　原田　雄一 
　床井　紀範 　山田　敏夫
　塚越　洋一

※�議会広報常任委員会は裏表紙をご覧ください。

正副議長就任挨拶
　６月 1日の定例会におきまして、正副議
長に就任いたしました。身に余る光栄とそ
の職責の重さを痛感しております。
　長引くコロナ禍にあって、私たち市議会
はその果たす役割を十分に認識し、市民の
皆様の負託に的確に応えられる議会を目指
し、議員一人ひとりが自己研さんを積み、
安全・安心な市政の推進に二元代表制の一
翼としてまい進してまいります。
　今後とも、市民の皆様におかれましては、
市議会に対し、より一層のご理解とご協力
を賜りますようお願い申し上げます。

議長
西　和彦

副議長
川畑京子

議会新人事議会新人事

2




